
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行 ：阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業 

地権者検討会 事務局 

（長岡京市 まちづくり政策室） 

連絡先 ：075-955-9719（直通） 

E-mail ：machidukuri@city.nagaokakyo.lg.jp 

はじめに 

 当検討会は、今後西地区地権者の皆さまが市街地整

備事業を進めていくかどうかを判断いただくための 

「西地区整備計画（案）」をとりまとめるべく活動して

いきます。当検討会の役員会や説明会でどのようなこ

とが話し合われたか、定期的にお知らせしていきます。 

 

地権者検討会 設立総会 と 第１回役員会 を開催しました 

～ 地権者検討会 設立総会 ～ 

▶ 日時＝令和５年11月10日㈮・午後７時から 

▶ 場所＝開田自治会館 

▶ 内容＝ 

● 議案第１号  

阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業 

地権者検討会の設立 及び 会則 について 

● 議案第２号  

役員の選任について 

● 議案第３号 

 令和５年度事業計画について 

● 議案第４号 

 令和５年度収支予算について 

 

議案はいずれも賛成多数により 

承認されました。 

令和５年 

11月 

第１号 
阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業 地権者検討会 

ま ちづ く り便 り ま ちづ く り便 り 

令和５年 11月 10日に、当検討会の設立総会が

開催されました。（会員 45 名のうち委任状を含め

た出席者 40名）開催内容は右記のとおりです。 

設立総会では、当検討会の設立及び会則が承認さ

れ、当検討会の役員６名が選任されました。また、

設立総会と合わせて開催された第１回役員会にお

いて、会長・副会長・会計担当・監事が互選されま

した。 

設立総会の様子 

今後役員の皆さまには、定期的な寄りあい（役員

会）で、市や専門のコンサルタント・長岡天神駅周

辺まちづくり協議会の支援を受けつつ、「まちづく

りの将来像（案）（令和４年４月 市提案）」をたたき

台として、当地区の“まちの将来像”を具体化して

いただきます。 

案がまとまれば、地区の皆さまへ内容を報告する

「説明会」や「ニュースレター」等を通じて地区の

皆さまの意見を頂きながら「西地区整備計画（案）」

の作成を進めていきます。 

役員会 

説明会やニュース

レターを通じて、

議論の内容を報告

します。 

役員会へ 

意見を 

返します。 

西地区地権者の皆さま 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地権者検討会の設立総会 

役員会 

将来像（案）の深化（駅前拠点空間、交通広場・道路等の公共施設、用途・配置、駅前の

景観、長岡天神らしさ等についての意見交換） 

役員会 

・報告会の意見を踏まえた再検討 

・事業手法、都市計画、重点的な整備項目（整備の優先度）、整備主体等の検討 

『西地区整備計画（素案）』の説明会  

『西地区整備計画（素案）』の作成 

『西地区整備計画(案)』を下地に、事業化

に向けた検討を深めていくかを判断 

今後の検討の流れ（予定） 

地区の方への個別面談 

役員会の議論の内容は、開催後に発行

する「まちづくり便り」にて皆さまにお

知らせします。ご意見・ご質問などあり

ましたら、上記の事務局までお問合せく

ださい。 

今後役員会を定期的な頻度で開催（１～3カ月/回、12月頃・翌年２、３回程度）を予定して

います。役員会での検討内容は、ニュースレター等で地権者のみなさまにお知らせし、役員会で

の議論を終えた段階で、検討内容の状況報告の説明会等を開催する予定です。 

本地区でのまちづくりが必要と考えられる背景が 2つあります。 

一つは、本地区の道路網が農村時代のままで、人にとっても車にとっても不便で危

険な状態になっており、救急車や消防車が入りづらい道路もあります。大規模な火災

が発生する前に、本地区の狭い道路を改善しなければなりません。 

もう一つは、長岡京市の少子高齢化を食い止めるため。少子高齢化が進みすぎると

自治体だって破産してしまいます。現在の便利な暮らしを維持するためにも、子育て

世代から「このまちで子育てをしたい」と選んでもらえるまちにする必要があります。 

本地区でのまちづくりを進めるか進めないか、地権者一人一人が判断する必要があるのです。進める

としても得るもの・失うものがありますし、進めないとしても得るもの・失うものがあります。その判

断の短期的な影響も長期的な影響も我々地権者が受け止めることになります。 

そこで、地権者が少しでも判断しやすくなるように、本整備事業を進める場合の青写真を地権者の目

線で具体化するということが地権者検討会の役割です。 

進めるにせよ、進めないにせよ、多くの地権者が悔いのない判断ができるように、ぜひ皆さまの力を

お貸しいただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

役員会での検討内容と方向性の報告 

ニュースレターでの共有 

検討状況の説明会、ニュースレターでの共有 

 

設立世話人代表の 

あいさつより 

地区のみなさまへ検討状況の説明会等 


